
「鳥取を、全国からわざわ
ざ和牛を食べにやって来
るような町にして、交流人
口を増やしたい」と夢を語
る花房稔社長（54）。和牛
本来の味と香り、和牛らし
い霜降りを守り続ける生
産者と一緒に、食べる人
が最高の笑顔になれる牛
肉づくりを目指す

な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
子
牛
生
産
者
を

含
む
肥
育
繁
殖
農
家
を
訪
ね
、
そ
の
想
い

を
知
る
こ
と
が
私
た
ち
の
仕
事
の
原
点
で

す
」
と
花
房
稔
社
長
は
語
る
。
は
な
ふ
さ

で
は
、
こ
れ
ま
で
地
道
に
生
産
者
と
会
い

続
け
た
中
か
ら
、《
大
山
黒
牛
》《
鳥
取
和

牛
オ
レ
イ
ン
55
》
な
ど
、
高
品
質
の
黒
毛

和
牛
ブ
ラ
ン
ド
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
創
業
当
初
か
ら
地
元
の
畜
産
農
家

と
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
自
社
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
《
鳥
取
い
な
ば
万
葉

牛
》
を
創
出
し
、
現
在
鳥
取
を
代
表
す
る

和
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
へ
と
押
し
上
げ

た
。
ま
た
、
全
国
の
産
地
か
ら
肥
育
期
間

と
脂
の
質
に
こ
だ
わ
っ
た
黒
毛
和
牛
を
セ

レ
ク
ト
し
、
は
な
ふ
さ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
《
花
乃
牛
》
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

は
な
ふ
さ
創
業
前
、
大
手
食
品
メ
ー

カ
ー
で
食
肉
卸
部
門
の
社
員
だ
っ
た
花
房

社
長
は
、
勤
務
地
の
岡
山
で
は
お
い
し
い

和
牛
肉
が
普
及
し
て
い
た
の
に
対
し
、
出

身
地
・
鳥
取
の
精
肉
売
り
場
に
並
ぶ
牛
肉

は
、
輸
入
牛
や
乳
牛
な
ど
が
大
半
で
、
和

牛
が
ほ
と
ん
ど
店
頭
に
並
ば
な
い
現
実
を

目
の
当
た
り
に
し
た
。
22
歳
か
ら
食
肉
を

扱
い
、
全
国
各
地
の
和
牛
の
魅
力
を
熟
知

し
て
い
た
花
房
社
長
は
、〝
ふ
る
さ
と
鳥

取
に
お
い
し
い
和
牛
文
化
を
根
付
か
せ
た

い
〟
と
、
一
念
発
起
。
03
年
、《
お
肉
の

は
な
ふ
さ
賀
露
本
店
》（
24
年
10
月
20
日

閉
店
）
を
個
人
で
立
ち
上
げ
た
の
が
、
株

式
会
社
は
な
ふ
さ
の
最
初
の
一
歩
だ
っ

た
。
当
初
か
ら
、
自
分
が
良
い
と
思
う
お

肉
だ
け
を
取
り
扱
う
こ
と
に
徹
す
る
花
房

社
長
は
、
自
ら
生
産
現
場
に
足
を
運
ぶ

中
、
高
い
技
術
と
努
力
で
素
晴
ら
し
い
肉

質
の
和
牛
を
生
産
す
る
、
河
原
町
の
《
谷

口
畜
産
》
と
巡
り
合
う
。
07
年
に
誕
生
し

た
《
鳥
取
い
な
ば
万
葉
牛
》
は
、
鳥
取
の

生
産
者
が
作
っ
た
和
牛
の
お
い
し
さ
を
広

め
た
い
と
願
う
花
房
社
長
と
、
谷
口
畜
産

が
創
り
上
げ
た
逸
品
だ
。
神
戸
な
ど
和
牛

市
場
の
品
評
会
で
実
績
を
あ
げ
、
関
西
、

首
都
圏
で
評
価
と
認
知
度
は
高
ま
っ
て
き

た
。

株式会社 HANAFUSA

　
鳥
取
市
に
本
社
を
置
き
、
高
品
質
の
和

牛
肉
を
中
心
に
食
肉
全
般
の
卸
売
、
加

工
、
小
売
事
業
を
手
が
け
る
《
株
式
会
社

H
A
N
A
F
U
S
A
》。
2
0
0
5
年
の

創
業
以
来
、
米
子
、
大
阪
、
神
戸
、
岡
山

に
営
業
拠
点
を
拡
げ
な
が
ら
、
鳥
取
県
東

部
で
《
Bブ
ッ

シ

ェ

リ

ー

o
u
c
h
e
r
i
e
Hハ

ナ

a
n
a

fフ

サ

u
s
a
》、
西
部
地
区
に
《
花
房
精
肉

店
》
と
J
U
米
子
髙
島
屋
別
館
・
フ
ー
ド

ス
タ
ジ
オ
カ
ク
バ
ン
内
の
《
肉
匠
は
な
ふ

さ
》
と
、
対
面
販
売
の
直
営
店
舗
を
展

開
。
24
年
度
に
は
、
広
島
市
内
に
店
舗
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
通
常
、
食
肉
の
卸
売
業
で
は
、
市
場
で

購
入
し
た
牛
・
豚
・
鶏
肉
な
ど
を
扱
い
や

す
い
大
き
さ
に
加
工
し
、
飲
食
店
や
消
費

者
に
販
売
す
る
。
し
か
し
、
は
な
ふ
さ
の

立
ち
位
置
は
、
同
業
他
社
と
は
少
し
異
な

る
。
業
務
の
出
発
点
は
市
場
で
の
仕
入
れ

で
は
な
く
、
地
元
、
山
陰
、
全
国
の
生
産

者
の
元
に
足
を
運
ぶ
こ
と
。〝
最
高
に
旨

い
肉
を
届
け
た
い
〟
と
願
う
生
産
者
の
想

い
を
共
有
し
、
自
分
た
ち
の
舌
で
味
を
確

か
め
た
中
か
ら
、
自
信
を
持
っ
て
販
売
で

き
る
お
肉
だ
け
を
扱
う
。「
特
に
牛
肉
は
、

血
統
、
餌
、
飼
育
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
で
味
が
左
右
さ
れ
、
同
じ
牛
で
も
作

り
手
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
肉
の
味
が
異

地
元
畜
産
農
家
と
連
携
し

ブ
ラ
ン
ド
和
牛
を
創
出

鳥
取
の
和
牛
文
化
振
興
へ
歩
む

生
産
→
流
通
を
ガ
ラ
ス
張
り
に

飲
食
店
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ま
で

〝
三
方
よ
し
〟の
経
営
方
針
を
貫
く
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《
花
房
精
肉
店
》
店
長
の
坂
本
達
哉
さ

ん（
46
）は
、
22
年
1
月
入
社
。
そ
れ
ま
で

25
年
間
焼
き
鳥
店
を
営
ん
だ
経
験
を
生
か

し
、
地
域
で
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
店
づ

く
り
を
目
標
に
奮
闘
中
だ
。
精
肉
売
り
場

で
は
、
普
段
使
い
と
贈
答
用
と
、
幅
を
も

た
せ
た
商
品
構
成
に
し
、
プ
ラ
イ
ス
カ
ー

ド
に
生
産
者
の
顔
写
真
を
加
え
た
。
仕
事

で
や
り
が
い
を
感
じ
た
の
は
、
お
客
様
が

結
婚
式
の
内
祝
い
と
し
て
は
な
ふ
さ
の
和

牛
肉
を
採
用
し
て
く
だ
さ
っ
た
事
。「
身

内
だ
け
の
小
規
模
な
お
式
で
し
た
が
、
お

客
様
の
人
生
の
大
切
な
瞬
間
に
ギ
フ
ト
と

し
て
使
わ
れ
、
し
か
も
贈
ら
れ
た
方
た
ち

が
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
の
を
知
り
、
う
れ

し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
客
様
か
ら

〝
良
い
肉
を
買
う
な
ら
、
は
な
ふ
さ
〟
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」

　
米
子
加
工
セ
ン
タ
ー
所
属
の
井
上
恵
さ

ん（
42
）は
、
22
年
12
月
の
パ
ー
ト
入
社
を

き
っ
か
け
に
、
そ
の
7
か
月
後
に
は
正
社

員
に
登
用
さ
れ
た
。「
最
初
は〝
お
肉
を
カ

ッ
ト
す
る
仕
事
〟
に
興
味
を
抱
き
ま
し
た

が
、
身
近
な
食
材
な
の
に
知
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
し
た
」
と
ふ
り
返
る
。
お
肉
は

種
類
や
部
位
に
よ
っ
て
保
管
や
扱
い
方
が

違
い
、
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
は
、
繊

維
の
方
向
や
調
理
法
に
応
じ
た
切
り
方
が

あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
4
名
の
熟
練
し
た

精
肉
職
人
の
先
輩
方
は
皆
や
さ
し
く
、
頃

合
い
を
み
て
井
上
さ
ん
の
包
丁
を
研
い
で

く
れ
る
な
ど
、
親
身
に
技
術
を
教
え
気
遣

っ
て
く
れ
る
。
井
上
さ
ん
は
先
輩
方
が
カ

ッ
ト
し
た
肉
の
パ
ッ
ク
包
装
、
荷
造
り
な

ど
の
補
助
業
務
か
ら
入
り
、
今
は
鳥
取
県

産
の
豚
・
鶏
肉
を
中
心
に
カ
ッ
ト
加
工
全

般
を
担
う
。「
お
客
様
ご
と
に
肉
の
部
位

や
一
切
れ
の
グ
ラ
ム
数
な
ど
、
細
か
な
要

望
に
応
え
る
仕
事
。
達
成
感
が
あ
り
、
時

間
が
経
つ
の
が
早
く
感
じ
ま
す
」と
語
る
。

株式会社 HANAFUSA

採用担当者からあなたへ

株式会社 HANAFUSA

県外からも注目をされる「万
葉牛」は全国の有名店か
ら評価をしていただいてい
るブランド牛で、食べると
口どけの良さとくどくない
脂を実感できます。“本当に
旨い肉を届けたい”をモッ
トーに、肉のスペシャリスト
《HANAFUSA》で働いてみ
ませんか。

0857-30-4129

hanafusa1129-mori@outlook.jp
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総合管理部

事業内容

卸売事業、小売事業、食肉加工業

創　業　平成17（2005）年12月14日
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鳥取市、米子市、岡山県、兵庫県、大阪府
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採用区分

新卒採用 キャリア採用

し
た
。「
扱
う
牛
肉
の
お
い
し
さ
を
実
感

し
、
生
産
現
場
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
値

段
が
高
い
理
由
も
自
信
を
持
っ
て
説
明
で

き
ま
す
。
お
客
様
に
生
産
者
の
想
い
が
伝

わ
り
、
契
約
を
い
た
だ
け
た
時
は
本
当
に

う
れ
し
く
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」。

わ
ず
か
入
社
一
年
で
主
任
に
抜
擢
。
そ
の

後
、
2
つ
の
営
業
所
・
所
長
と
し
て
15
名

の
部
下
を
束
ね
た
。
24
年
に
は
、
28
歳
で

中
国
事
業
部
部
長
に
昇
格
し
た
。

　
20
年
新
卒
入
社
の
中
村
歩
夢
さ
ん（
22
）

は
、
24
年
4
月
か
ら
新
た
な
職
種
で
奮
闘

中
だ
。
入
社
以
来
、
神
戸
営
業
所
を
拠
点

に
、
地
域
の
飲
食
店
な
ど
に
注
文
品
を
届

け
る
ル
ー
ト
配
送
を
担
当
し
て
き
た
。
自

分
か
ら
部
署
異
動
を
願
い
出
た
こ
と
は
な

い
が
、
入
社
5
年
目
で
総
合
管
理
部
の
販

売
促
進
チ
ー
ム
に
抜
擢
さ
れ
た
の
だ
。
今

は
大
阪
営
業
所
に
デ
ス
ク
を
置
き
、
は
な

ふ
さ
の
顧
客
や
商
品
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増

や
す
た
め
の
動
画
制
作
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
の
サ
イ
ト
運
営
管
理
な
ど
に
関
わ

っ
て
い
る
。「
毎
日
同
じ
作
業
を
行
う
配

送
の
仕
事
も
嫌
い
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

今
は
自
分
で
主
体
的
に
動
い
て
、
ゼ
ロ
か

ら
1
に
す
る
仕
事
。
会
社
の
P
R
動
画
を

作
る
た
め
に
鳥
取
や
県
外
の
和
牛
生
産
者

を
取
材
す
る
な
ど
、
仕
事
の
幅
が
拡
が
り

ま
し
た
」
と
ハ
ツ
ラ
ツ
と
話
す
。
今
後
の

目
標
は
、
お
客
様
の
依
頼
で
P
R
動
画
を

制
作
し
、
会
社
に
利
益
を
も
た
ら
し
た
い

と
、
意
欲
に
燃
え
て
い
る
。

　
現
在
、
全
国
の
飲
食
店
な
ど
で
万
葉
牛

を
中
心
に
使
う
年
会
費
制
度
の
指
定
登
録

店
は
77
店
舗
を
数
え
年
々
増
加
し
て
い
る
。

国
内
で
も
破
格
の
セ
リ
値
で
仕
入
れ
、
流

通
す
る
万
葉
牛
。
12
年
の
入
社
以
来
、

「
生
産
者
や
飲
食
店
と
語
り
合
い
な
が
ら

三
者
が
共
存
共
栄
で
き
る
ゴ
ー
ル
を
見
据

え
た
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
こ
と

を
や
っ
て
き
た
」
と
話
す
の
は
中
山
直
己

統
括
本
部
長
。〝
肉
屋
の
プ
ロ
〟
と
し
て

お
肉
の
味
や
脂
を
知
り
尽
く
し
た
い
と
月

に
16
個
体
を
食
べ
て
記
録
し
、
一
年
や
り

抜
い
た
こ
と
で
生
産
者
ご
と
の
特
徴
な
ど

を
熟
知
し
て
い
る
。「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星

付
き
の
料
理
人
さ
ん
な
ど
と
対
等
な
や
り

取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
選
ん
だ
肉
で

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
が
最
大
の
や
り

が
い
。
こ
れ
か
ら
も
プ
ロ
と
し
て
学
び
の

姿
勢
を
貫
き
、
は
な
ふ
さ
の
肉
で
飲
食
店

さ
ん
の
商
売
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
常

に
必
要
と
さ
れ
る
存
在
で
い
た
い
」

　

中
国
事
業
部
部
長
の
大
島
壮ま
さ

登と

さ
ん

（
28
）は
、
建
設
業
か
ら
転
職
。
中
山
さ
ん

と
出
会
い
、
営
業
の
楽
し
さ
、
お
肉
を
売

る
面
白
さ
を
説
か
れ
、
入
社
を
決
め
た
。

16
年
、
3
か
月
の
研
修
を
経
て
米
子
営
業

所
の
ル
ー
ト
セ
ー
ル
ス
へ
。
社
用
車
（
冷

蔵
2
ト
ン
車
）
で
担
当
エ
リ
ア
の
得
意
先

へ
商
品
を
届
け
な
が
ら
、
新
規
客
も
開
拓

一
人
一
人
が
肉
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

未
経
験
の
若
手
も
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス

米子地域の食卓に寄り添う花房精肉店

年功序列は無く「やる気」と実績で評価される

顧客の購買意欲を引き出すために活動する販売促進
店頭には万葉牛と厳選した鳥取和牛のほか、大山豚、大山産ハーブ鶏な
ど、鳥取県産のお肉が並ぶ。ハンバーガーも人気だ。人物上／花房精肉
店店長の坂本達哉さん。下／米子加工センターで活躍中の井上恵さん。

「多くのお客様に、はなふさが扱うお肉のおいしさを拡げたい」と大島壮登
さん。19歳の未経験で挑戦した営業職だったが、牛の餌やりから学び仕事
で結果を出す大島さんを、会社は正当に評価。今の活躍につながっている。

企業イメージやブランドを管理しながら商品とはなふさファンをつなげる販
促活動では、SNSでの動画配信も大きなカギ。中村さんは、一人で映像
制作の企画、撮影、編集を行うビデオグラファーとして修業中だ。

新店舗オープンのため、創業の地である《お肉のはなふさ》が10月に閉店 中山直己統括本部長(37) 《肉
匠はなふさ JU米子髙島屋別館フードスタジオカクバン店》では、牝牛にこだわったお肉を販売 広島店の副店長
を任せられることになった2年目の花房美来さん 食肉の卓越したカット技術を誇る米子加工センター。得意先
の要望にきめ細かく対応している 年に一度の決起会の様子 配達準備をする岡山営業所所長の加賀さん
真剣な表情で枝肉を見つめる花房社長
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